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◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室

◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室

2

「
２
０
１
１
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
11
日
（
金
）
〜
12
月
18
日
（
日
）

〔
会
期
中
無
休
〕

　　
　
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
は
毎
年
春
に
イ
タ

リ
ア
北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
世

界
で
唯
一
の
児
童
書
専
門
見
本
市
で
す
。
１
９
６
４
年
に

始
ま
っ
た
こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
は
、
一
般
の
読
者
た
ち
が

絵
本
を
購
入
す
る
場
で
は
な
く
、
世
界
中
の
出
版
社
に
よ

り
、
絵
本
の
版
権
な
ど
が
売
買
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
集
ま
る
の
は
優
れ
た
イ
ラ
ス
ト
を
求
め
る
編

集
者
と
、
絵
本
の
世
界
へ
飛
び
込
み
た
い
無
名
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
で
す
。
こ
こ
で
両
者
が
出
会
い
、
毎
年

新
し
い
絵
本
作
家
が
生
ま
れ
、
こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
の
絵

本
が
世
界
へ
旅
立
ち
ま
す
。

　

１
９
６
７
年
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
作
品
発
表
の

機
会
を
設
け
る
た
め
「
子
ど
も
の
本
の
た
め
の
原
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス
ト
を

審
査
す
る
も
の
で
、
16
歳
以
上
の
誰
で
も
応
募
で
き
、
出

版
経
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
審
査
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
応
募

作
品
は
、
職
業
も
国
籍
も
異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

る
国
際
審
査
団
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
員
は
毎

年
代
わ
り
、
審
査
基
準
も
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
ま
す
が
、
確

か
な
技
術
力
と
独
創
性
な
し
に
は
到
底
入
選
で
き
ま
せ

ん
。
本
は
イ
ラ
ス
ト
、
文
章
、
活
字
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
版

型
、
印
刷
方
法
な
ど
様
々
な
要
素
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
文

章
か
ら
広
が
る
イ
ラ
ス
ト
、
イ
ラ
ス
ト
か
ら
広
が
る
物
語

が
あ
り
、
そ
の
関
係
は
密
接
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
こ

の
中
か
ら
イ
ラ
ス
ト
の
持
つ
力
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
今
年

の
審
査
員
は
、
パ
オ
ロ
・
カ
ン
ト
ン
（
ト
ピ
ピ
ッ
ト
ー
リ
出
版

／
イ
タ
リ
ア
）、
カ
ル
ル
・
ク
ヌ
ー
ト
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／

ベ
ル
ギ
ー
）、
リ
ュ
ボ
ス
ラ
ウ
・
パ
リ
ョ
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

／
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、
エ
レ
ン
・
サ
イ
プ
（
カ
ッ
ペ
レ
ン
出
版
／
ノ

ル
ウ
ェ
ー
）、
ソ
フ
ィ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
リ
ン
デ
ン
（
批

評
家
〔
児
童
文
学
〕
／
フ
ラ
ン
ス
）、
の
５
人
で
し
た
。
彼
ら
は

世
界
58
カ
国
、
２
８
３
６
組
の
応
募
作
品
か
ら
日
本
人
19

作
家
を
含
む
、
20
カ
国
、
76
作
家
の
作
品
を
選
び
出
し
ま

し
た
。

　

本
展
覧
会
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
を
紹
介

す
る
も
の
で
、
日
本
で
は
１
９
７
８
年
に
初
め
て
紹
介
さ

れ
、
当
館
で
は
１
９
９
８
年
以
降
毎
年
開
催
し
、
今
年
で

15
回
目
を
迎
え
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、

北
米
、
南
米
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
国
々
か
ら
の
原
画

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
こ
の
展
覧
会
で
、
皆
さ
ま
に
新

た
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
特
別
展
示
】

　

今
年
の
特
別
展
示
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
。

１
９
８
０
年
、
イ
タ
リ
ア
の
リ
グ
ー
リ
ア
海
岸
沿
い
の
小

さ
な
町
チ
ェ
ッ
レ
で
生
ま
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
ミ
ラ
ノ

の
ブ
レ
ラ
美
術
学
校
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
学
校
で
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
さ
ら
に
ト
リ
ノ
で
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
、

子
ど
も
の
本
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
ち
始

め
、
２
０
０
４
年
に
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

原
画
展
に
入
選
。
２
０
１
０
年
に
再
入
選
し
た
作
品
で
、

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
の
Ｓ
Ｍ
財
団

が
創
設
し
た
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
」
の
第
１
回
受

賞
者
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
者

は
35
歳
以
下
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展

入
選
者
か
ら
選
ば
れ
、
賞
金

３
万
ド
ル
と
Ｓ
Ｍ
出
版
が
提
示

し
た
テ
ー
マ
で
の
絵
本
出
版
が

約
束
さ
れ
ま
す
。
フ
ィ
リ
ッ
プ

に
与
え
ら
れ
た
の
は
日
本
の

「
か
ぐ
や
姫
」。
独
自
の
解
釈
で

創
り
だ
し
た
新
た
な
「
か
ぐ
や

姫
」
の
世
界
を
絵
本
原
画
19
点

と
ス
ケ
ッ
チ
で
紹
介
し
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

12
月
28
日
（
水
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「満ち潮」
テレーザ・コルテス（ポルトガル）

「ゾウさんゾウさんウサギさん」
　藤本　将（日本）

「まだ遠いの？」
イングリッド・ゴドン（ベルギー）

「ルーミーの話」
ヌーシーン・サファーフー（イラン）

「もしカエルがカゼをひいたら？」
カトリーン・シュタングル（ドイツ）

「チャーリー・チャップリン」
　イザベッラ・ラバーテ（イタリア）

『かぐや姫』より　「月へ帰る」
フィリップ・ジョルダーノ
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3

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子
に
、
審
査
員

や
入
選
作
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図

書
展
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
に
お
す

す
め
絵
本
を
加
え
、約
１
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
○
●
○
●  

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト  

●
○
●
○
●

絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会

【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
12
（
土
）、13
（
日
）、19
（
土
）、26
（
土
）

12
／
３
（
土
）、４
（
日
）、10
（
土
）、17
（
土
）

時　

間　

11：

00
〜
11：

40
、
13：

00
〜
13：

40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！

【
要
観
覧
券
】

　

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
裏

面
を
利
用
し
て
冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自

由
に
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14：

00
〜
16：

00

対　

象　

４
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ

会　

場　

展
示
室
内

「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を

伝
え
る
「
の
ま
り
ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

11
／
23
（
水
・
祝
）

時　

間　

11：

00
〜
11：

40
、
13：

00
〜
13：

40

出　

演　

の
ま
り
ん
（
野
間
成
之
氏
）

申
込
不
要　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

初
め
て
の
木
口
木
版
画

　

輪
切
り
に
し
た
ツ
ゲ
の
木
を
版
木
と
し
、
ビ
ュ
ラ
ン
と

い
う
道
具
で
彫
る
木
版
画
で
す
。
黒
い
画
面
に
白
の
線
が

美
し
い
、
小
さ
な
版
画
（
直
径
約
８

㎝
）
を
制
作
し
ま
す
。

日　

時　

11
／
27
（
日
）

　
　
　
　

９：

30
〜
16：

30

対　

象　

高
校
生
以
上

定　

員　

10
名
（
要
申
込
、先
着
順
）

持
ち
物　

下
絵
、
筆
記
用
具
な
ど

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）

講　

師　

釣
谷
幸
輝
氏
（
06
・
07
・
11
入
選
、
版
画
家
）

会　

場　

楽
屋
Ａ
・
Ｂ

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
要
観
覧
券
】

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
。
で

も「
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
族
の
た
め
の
時
間
で
す
。

日　

時　

12
／
３
（
土
）、
18：

00
〜
20：

00

対　

象　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

定　

員　

10
家
族
（
要
申
込
、
先
着
順
）

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

お
は
な
し
劇
場

【
要
観
覧
券
】

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、人
形
劇
、ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

の
上
演
で
、
皆
さ
ん
を
物
語
の
世
界
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

12
／
11
（
日
）

時　

間　

10：

30
〜
11：

30
、
13：

00
〜
14：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

申
込
不
要　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

会　

場　

休
憩
コ
ー
ナ
ー

　

申
込
受
付
は
10
／
29
（
土
）
９：

00
よ
り
電
話
に
て

 
★
新
製
品
登
場
！
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
★

　

図
録
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
は
じ
め
、
入
選
作
家
の
絵
本

や
輸
入
絵
本
な
ど
を
販
売
。な
ん
と
、今
年
は
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
（
50
円
）
の
絵
柄
が
今
ま
で
の
２
倍
の
32
種
類
に
増
え

ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

　

新
製
品
と
し
て
、
過
去
の
入
選
者
で
人
気
作
家
の
３

人
に
よ
る
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
（
８
０
０
円
）
と
缶
バ
ッ
ジ

（
２
５
０
円
）を
販
売
。
バ
ッ

グ
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
書
類

が
入
っ
て
子
ど
も
に
も
大

人
に
も
使
い
や
す
い
大
き

さ
で
す
。
全
部
揃
え
た
く

な
る
ほ
ど
の
か
わ
い
さ
♪

　

人
気
商
品
は
展
覧
会
期

終
了
前
に
売
り
切
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

★
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト
★

　

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
あ
わ
せ
て
、

新
メ
ニ
ュ
ー「
シ
ナ
モ
ン
ト
ー
ス
ト
セ
ッ
ト
」（
６
０
０
円
）

が
登
場
！
お
好
き
な
お
飲
み
物
と
ど
う
ぞ
。
パ
ス
タ
と
パ

ン
、
季
節
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
オ
マ
ッ

ジ
ョ｣

（
８
８
０
円
）
も
お

す
す
め
♪

　

本
展
出
品
作
品
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー
ス

タ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
今
年

も
！
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
ご
注

文
の
方
に
も
れ
な
く
さ
し
上

げ
ま
す
。

◇
観　

覧　

料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

20
11
 IT
A
LI
A
 B
O
L
O
G
N
A
 F
IE
RA
 D

EL
 LIB
RO PE

R RAGAZZI ・ ISHIKAW
A
 N
A
N
A
O
 A
R
T
 M
U
SEUM

 

●● 「おざぶチャン」 伊藤亜
矢美
 ●●

A
O
AAAAAAAAA
RRRRRRR
TTT
M
U
SEUM

伊藤藤藤藤伊伊 亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜矢矢矢矢矢矢美美矢
●●●

20
11
 IT
A
LI
A
 B
O
L
O
G
N
A
 F
IE
RA

 D
EL
 LIB
RO PER RAGAZZI ・ ISHIKAW

A N
A
N
A
O
 A
R
T
 M
U
SEU

M
 

●● 「ごちそう くろくま」 たかいよ
しか
ず 
●●

どちらか１枚プレゼント！

「ケルプ博士の奇妙な発明」
釣谷幸輝（日本）
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◇
第
１
展
示
室

◇
第
１
展
示
室

◇
第
２
展
示
室

◇
第
２
展
示
室

4

「
秋
の
所
蔵
品
展
」

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
日
本
画
・
彫
刻
作
品
を
楽
し
む
〜

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
と
街
の
表
情
〜

開
催
中
〜
10
月
30
日
（
日
）

　　池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
日
本
画
・
彫
刻
作
品
を
楽
し
む
〜

　

七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜

８
７
）
が
蒐
集
し
た
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
宮

川
長
春
・
狩
野
芳
崖
・
富
岡
鉄
斎
な
ど
の
近
代
日
本
画
を

中
心
に
、
重
要
美
術
品
「
後
奈
良
天
皇
和
歌
懐
紙
」、
そ

し
て
高
村
光
雲
・
澤
田
政
廣
な
ど
の
彫
刻
作
品
を
加
え
て

23
点
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
作
品
紹
介
】

「
地
獄
極
楽
図
」
英
一
珪
・
歌
川
国
貞

天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
頃

　

英
一
珪(

１
７
５
９
？
〜
１
８
４
３)

は
英
一
川
の
子

で
、
師
の
高
嵩
谷
の
命
で
英
家
を
再
興
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歌
川
国
貞(

１
７
８
６
〜
１
８
６
４)

は
初
代
歌

川
豊
国
の
門
人
で
、
３
代
豊
国
を
襲
名
し
て
美
人
画
や
役

者
絵
な
ど
を
描
い
た
幕
末
の
人
気
絵
師
で
す
。
英
一
蝶
に

私
淑
し
、
英
一
珪
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

本
図
は
閻
魔
大
王
を
一
珪
が
、
遊
女
を
国
貞
が
描
い
た

師
弟
合
作
で
、
閻
魔
が
鏡
の
中
の
遊
女
を
覗
き
込
む
姿
が

な
ん
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。

「
木
彫
無
憂
華
」
大
内
青
圃　

大
正
〜
昭
和
時
代

　

大
内
青
圃 (

１
８
９
８
〜
１
９
８
１)

は
東
京
都
出
身

で
、
高
村
光
雲
に
師
事
し
て
主
に
院
展
を
舞
台
に
活
躍

し
た
彫
刻
家
で
す
。
仏
教
彫
刻
で
知
ら
れ
、
昭
和
44
年

(

１
９
６
９)

日
本
芸
術
院
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

釈
迦
の
生
母
・
摩
耶
夫
人
は
、
無
憂
樹
の
も
と
で
釈
迦

を
出
産
し
た
と
い
い
ま
す
。
薄
布
を
ま
と
っ
た
女
性
が
、

そ
の
無
憂
華
の
花
を
頭
に
載
せ
て
い
ま
す
。
優
し
い
微
笑

み
と
、
流
れ
る
よ
う
に
緩
や
か
な
ラ
イ
ン
が
美
し
い
作
品

で
す
。

【
特
別
展
示
：
長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆
「
陳
希
夷
睡
図
」】

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
と
街
の
表
情
〜

　

私
た
ち
は
日
常
に
お
い
て
様
々
な
風
景
と
出
会
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
場
所
で
あ
っ
て
も
季
節
や
時
間
、
自
分
の
心

の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
、
時
に
は
全
く
違
っ
た
風
景
に
見

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
作
家
た
ち
が
捉
え
た

色
々
な
風
景
と
街
の
表
情
に
注
目
し
、
日
本
画
・
洋
画
・

工
芸
作
品
22
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
作
品
紹
介
】

「
家
族
の
食
卓
」
加
戸
ひ
と
み　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

　

加
戸
ひ
と
み(

１
９
６
３
〜
２
０
０
８)

は
、
石
川
県
小

松
市
に
生
ま
れ
、
山
本
知
克
に
師
事
し
て
日
展
、
京
展
な

ど
で
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
す
。

　

氏
は
「
幼
い
頃
は
家
業
が
忙
し
く
、
家
族
揃
っ
て
食
事

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ざ
わ
ざ
わ
し
て
人
の
気
配
は

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
廃
業
し
て
み
ん
な
外
に
働
き
だ
し
、

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」と
い
い
ま
す
。

モ
ノ
ク
ロ
調
に
描
か
れ

た
食
卓
は
、
ま
る
で
色

褪
せ
た
写
真
の
よ
う
で

あ
り
、
氏
の
切
な
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
す
。

「
巌
門
夕
照
」
水
道
秋
聖　

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

　

水
道
秋
聖(

１
９
２
１
〜
９
９)

は
、
石
川
県
七
尾
市

に
生
ま
れ
、
矢
野
橋
村
、
小
松
均
に
師
事
、
昭
和
44
年

(

１
９
６
９)

か
ら
創
造
展
で
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
す
。

　

氏
は
同
58
年
か
ら
５
０
０

号
の
大
作
を
能
登
の
風
景
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
描
き
ま
し
た
。

　

本
作
は
奥
能
登
の
志
賀
町

富
来
の
名
所
、
巌
門
の
夕
刻

の
様
子
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　

松
林
か
ら
の
ぞ
く
海
は
、

鏡
の
よ
う
に
夕
日
を
映
し
て

オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
き
、
実
に

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
光
景
で

す
。

　

岩
に
打
ち
寄
せ
る
波
の

音
、
風
に
ゆ
れ
る
松
葉
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

◇
観　

覧　

料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円
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新
設
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
」

　

開
館
以
来
、
当
館
所
蔵
品
の
中
核
で
あ
る
「
池
田
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」。
本
年
に
は
漆
工
品
「
根
来
」
を
中
心
と
し

た
34
点
が
新
た
に
加
わ
り
総
点
数
は
２
０
０
点
を
越
え
、

さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
館

の
顔
と
も
い
え
る
こ
の
多
彩
な
作
品
を
常
に
皆
様
に
ご
鑑

賞
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
春
よ
り
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
示
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
特
別
展
開
催
時
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
第

展

示
室
の
一
部
を
同
作
品
展
示
室
と
し
て
、
工
芸
品
を
中
心

に
10
数
点
の
作
品
を
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
所
蔵
品
展
開
催
時
に
は
、
主
に
第
１
展
示
室
で

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
は

常
に
同
作
品
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

池
田
文
夫
氏
に

よ
っ
て
蒐
集
さ
れ

た
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ

の
す
ば
ら
し
さ
を
、

改
め
て
感
じ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

昨
年
「
没
後
四
〇
〇
年
」
で
大
い
に
注
目
が
集
ま
っ
た

長
谷
川
等
伯
。
今
年
に
入
っ
て
も
、
等
伯
を
主
人
公
と
し

た
新
聞
小
説
の
連
載
や
、
地
元
の
鉄
道
路
線
で
ラ
ッ
ピ
ン

グ
列
車
「
七
尾
と
う
は
く
ん
号
」
が
走
る
な
ど
、
何
か
と

話
題
豊
富
で
す
。

　

当
館
で
も
８
月
６
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
「
長
谷
川
等

伯
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
等
伯
の
前
半
生
と
い

わ
れ
る
「
信
春
時
代
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
若
年
期
作
品

を
中
心
に
28
点
を
展
示
。
出
品
作
品
は
細
密
画
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
展
示
ケ
ー
ス
に
貼
り
付
か
ん
ば
か
り
に
顔

を
近
づ
け
て
、
熱
心
に
覗
き
込
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
を
も
ち
ま

し
て
、
本
年
の
「
長
谷

川
等
伯
展
」
も
無
事
終

了
。
本
展
覧
会
実
施
に

際
し
、
ご
協
力
頂
い
た

方
々
、
そ
し
て
本
展
を

ご
観
覧
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の

場
を
借
り
て
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
報
告
◆

　
「
長
谷
川
等
伯
展
」
会
期
中
の
８
月
14
日
、
当
館
学
芸

員
に
よ
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
テ
ー
マ
が
「
信
春
時
代
」
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
出
品
作
品
は
地
元
ゆ
か
り
の
仏
画
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
中
で
も
今
回
が
初
展
示
と
な
っ
た
新
発
見
の
等

伯
養
父
・
長
谷
川
宗
清
（
道
浄
）
の
仏
画
２
点
と
、
信
春

若
年
期
の
仏
画
１
点
は
や
は
り
注
目
の
的
で
、
参
加
者
の

関
心
を
大
い
に
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
涅
槃
図
」（
羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵
）
の
４
０
０

年
以
上
昔
の
作
品
と
は
思
え
な
い
美
し
い
彩
色
や
、「
日

堯
上
人
画
像
」（
京
都
市
・
本
法
寺
蔵
）
の
像
主
の
人
柄

ま
で
も
写
し
と
っ
た
見
事
な
描
写
な
ど
に
は
、
盛
ん
に
感

嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
、「
複
製
松
林
図
屏
風
」
の
前
で
こ
の
名

作
が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
観
て
き
た
よ
う
に
等
伯

が
「
信
春
時
代
」
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
解
説
を
終
え
ま
し
た
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「池田コレクション展示室」（特別展開催時）

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
貸
出
情
報

漆
工
「
カ
ブ
ラ
絵
合
鹿
椀
」

●
「
漆　

悠
久
の
系
譜

　
　
‐
縄
文
か
ら
輪
島
塗
、
合
鹿
椀
」

会
場
：
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

会
期
：
開
催
中
〜
10
月
23
日(

日)
◆
当
館
等
伯
作
品
貸
出
情
報
◆

　

来
年
早
々
の
１
月
20
日
（
金
）
よ
り
２
月
19
日
（
日
）

ま
で
、
岡
山
県
立
美
術
館
（
岡
山
市
北
区
天
神
町
）
で

特
別
展
「
長
谷
川
等
伯
と
雪
舟
流
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
展
は
、
等
伯
を
中
心
に
「
雪
舟
流
」
と
い
わ
れ
る

様
々
な
画
家
の
作
品
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
信
春
か
ら

等
伯
時
代
ま
で
の
幅
広
い
範
囲
で
、
多
く
の
等
伯
作
品

が
出
品
さ
れ
る
と
い
う
、と
て
も
楽
し
み
な
内
容
で
す
。

そ
し
て
、
同
展
に
当
館
所
蔵
お
よ
び
寄
託
作
品
よ
り
次

の
作
品
４
点
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

①
「
善
女
龍
王
図
」
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

　

②
「
愛
宕
権
現
図
」
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

　

③
「
陳
希
夷
睡
図
」
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

　

④
「
達　

磨　

図
」
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

　
　
　
　
　
　
　
（
④
は
七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵
）

　
　

※
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
立
美
術
館
に
お
問
い

　
　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（

０
８
６
│
２
２
５
│
４
８
０
０
）。「愛宕権現図」
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「
等
伯
」
を
描
く　

特
別
公
開　
　
　
　
　
　

西
の
ぼ
る
「
さ
し
絵
原
画
展
」　

　
　
　
　

10
月
１
日
（
土
）
〜
16
日
（
日
）

　

重
厚
で
か
つ
明
る
い
独
特
の
作
風
で
、
歴
史
小
説
の
装

画
、
挿
絵
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
数
多
く
手
掛
け
る
西
の

ぼ
る
氏
。
現
在
、
日
本
経
済
新
聞
に
連
載
中
の
小
説
『
等

伯
』（
安
部
龍
太
郎･

作
）
の
挿
絵
を
中
心
に
、
多
数
の
原

画
を
展
示
し
ま
す
。

主　

催　

等
伯
生
誕
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会
、
七
尾

市
、
日
本
経
済
新
聞
社

連
絡
先　

七
尾
市
企
画
経
営
部
文
化
振
興
課

　
　
　
　


０
７
６
７
（
66
）
６
２
２
２

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展 　

　
　
　
　

10
月
20
日
（
水
）
〜
23
日
（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を
願
い
に
、

未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る

入
賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。
10
月
23
日
午
前
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー

ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主　

催　

(

財)

エ
ム
・
オ
ー
・
エ
ー
美
術
・
文
化
財
団

連
絡
先　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実

行
委
員
会　


０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

第
６
回　

彩
の
会
＆
写
団
の
と
展　
　

　
　
　
　

10
月
28
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

第
７
回
七
尾
市
民
文
化
祭
事
業
と
し
て
、
七
尾
市
を
中

心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ｢

彩
の
会｣

と
写
真
グ
ル
ー

プ｢

写
団
の
と
」
の
第
６
回
目
の
合
同
展
を
開
催
し
ま
す
。

計
24
人
の
会
員
が
近
作
約
80
点
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

主　

管　

彩
の
会･

写
団
の
と

連
絡
先　
彩
の
会　

加
地
求　


０
７
６
７
（
52
）
１
６
１
３

平
成
23
年
度　

七
尾
市
美
術
展
覧
会　
　

　
　
　
　

11
月
３
日
（
木
）
〜
６
日
（
日
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

一
般
部
門
「
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
」

の
６
部
門
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
「
絵
画･

習
字
」
の
２
部
門

の
公
募
に
よ
る
美
術
展
で
す
。『
伝
わ
れ
感
動　

』
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
入
賞
者
の
表

彰
式
は
、
11
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
美
術
館

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会
（
会
長
・
吉
田
隆
）

連
絡
先　

橋
本
義
則　


０
７
６
７
（
53
）
３
０
１
１

第
68
回
北
國
写
真
展　

七
尾
展　
　

　
　
　
　

12
月
23
日
（
金
）
〜
25
日
（
日
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

第
68
回
目
の
写
真
展
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
喜
び
に
耐

え
ま
せ
ん
。
今
年
こ
の
う
え
な
く
感
動
し
た
作
品
の
中
の

一
枚
、
何
卒
見
逃
さ
ず
、
ど
う
か
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
賑
々
し
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。
出
品
者
も
心
の
は
げ
み

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・
富
山
新
聞
社

連
絡
先　

宮
　

功　


０
９
０
│
４
３
２
０
│
２
１
７
８

　

ふ
る
さ
と
へ

あ
り
が
と
う

を
伝
え
た
い

　
　
　

青
木
和
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
　
　
　

10
月
16
日
（
日
）　　

開
演　

午
後
２
時

　

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
、
室
生
犀
星
の

詩
に
胸
う
た
れ
る
こ
の
頃
で
す
。
幼
き
頃
遊
び
な
れ
た
小

丸
山
台
地
の
素
晴
ら
し
い
美
術
館
ホ
ー
ル
で
歌
わ
せ
て
い

た
だ
け
る
幸
せ
を
思
い
つ
つ
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
料　

１
，
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

主　

催　

青
木
和
子
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
委
員
会

連
絡
先　

青
木
和
子　


０
７
６
（
２
２
２
）
７
２

６

　

石
川
県
建
築
士
会
七
尾
鹿
島
支
部

　
　

創
立
60
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　

10
月
22
日
（
土
）　　

開
演　

午
後
１
時

　

記
念
事
業
と
し
て
「
伝
え
る
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
演

題
で
、
元
テ
レ
ビ
金
沢
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
平
見
夕
紀
さ
ん

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
ど
な
た

で
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

石
川
県
建
築
士
会
七
尾
鹿
島
支
部

　
　
　
　

石
本
健
一　


０
９
０
丨
２
０
３
２
丨
４
７
２
２

　

湯
川
れ
い
子
講
演
会

　
　
　
　
　
「
美
し
い
能
登
を
次
の
世
代
へ
」

　
　
　
　

10
月
23
日
（
日
）　　

開
演　

午
後
７
時

　

今
年
、
世
界
農
業
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
能
登
の
里

山
里
海
。
こ
の
美
し
い
能
登
を
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
残

し
て
い
く
た
め
に
、
自
然
を
守
り
共
存
し
て
い
け
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
等
に
つ
い
て
の
提
案
を
、
湯
川
先
生
を
お
迎

え
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

入
場
料　

１
，
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

主　

催　

赤
い
か
っ
ぽ
う
着
隊

　
　
　
　
（
元
気
に
頑
張
る
能
登
の
お
っ
か
ち
ゃ
ん
）

連
絡
先　

田
中
眞
澄　


０
７
６
７
（
52
）
５
０
２
８

　

医
療
安
全
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
　
「
医
療
安
全
の
た
め
の
組
織
コ
ー
チ
ン
グ
」

　
　
　
　

10
月
28
日
（
金
）　　

開
演　

午
後
６
時

　

医
療
関
係
者
や
一
般
の
皆
様
を
対
象
に
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
６
回
目
の
今
年
は
、
元
和
歌
山

県
立
医
科
大
学
教
授
で
現
臨
床
コ
ー
チ
ン
グ
研
究
会
会
長

の
畑
埜
義
雄
先
生
を
お
招
き
し
、
安
全
な
病
院
の
組
織
作

り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

主　

催　

恵
寿
総
合
病
院　

医
療
安
全
管
理
部

連
絡
先　

医
療
安
全
管
理
室　

平
前
政
武

　
　
　
　


０
７
６
７
（
52
）
３
２
１
１

！

入
場
無
料入

場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料
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7

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　
　

　
　

11
月
６
日
（
日
）　　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
平
見
夕
紀
さ
ん
に
よ
る
朗
読
を
は

じ
め
、
講
師
の
演
奏
や
お
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
音
楽
で
つ
な
が
り
ま

し
ょ
う
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先　

井
藤
真
理　


０
７
６
７
（
58
）
１
３
５
５

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会　
　

　
　

11
月
20
日
（
日
）　

開
演　

１
部
・
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

２
部
・
午
後
１
時
30
分

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
生
徒
が
、
ソ

ロ
や
連
弾
で
出
演
し
ま
す
。
一
生
懸
命
な
姿
を
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
門
下
生

連
絡
先　

中
條
久
美
子　


０
７
６
７
（
22
）
１
４
１
２

第
14
回　

メ
ロ
デ
ィ
音
楽
会　
　

　
　

12
月
11
日
（
日
）　　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

２
年
に
１
回
開
か
れ
る
発
表
会
で
す
。
お
馴
染
み
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
ま
で
生
徒
た

ち
が
お
気
に
入
り
の
１
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

松
本
由
美
子
門
下
生

連
絡
先　

松
本
由
美
子　


０
７
６
７
（
53
）
７
０
６
８

ひ
ま
わ
り
保
育
園 

お
た
の
し
み
会　
　

　
　

12
月
18
日
（
日
）　　

開
演　

午
前
９
時
30
分

　

２
歳
児
か
ら
年
長
児
に
よ
る
遊
戯
や
歌
、
和
太
鼓
演
奏

等
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
１
年
間
の
成
長

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

ひ
ま
わ
り
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　


０
７
６
７
（
57
）
２
８
０
０

新収蔵庫・楽屋棟が完成しました
　何かとご不便をお掛けしていました新収蔵庫・楽屋棟の
増築工事も竣工し、楽屋棟は７月１日よりご利用いただい
ています。また同時に、美術館正面入口近くに優先駐車場
を新しく整備しました。
　新施設利用に先だって、６月26日（日）に両施設の「友
の会会員限定見学会」を実施し、参加いただいた方々に新
収蔵庫では既存の収蔵庫との設備の違いや特徴、今後必要
な庫内環境整備について、また、楽屋棟では各部屋の詳細
など資料を基に実際の現場で説明しました。皆様から、収
蔵庫では「作品保管の大変さが解った」、楽屋棟では「楽
屋ができてより使いやすくなる」、「ピアノを良い状態で保
管できる」などの感想をいただきました。
　今後、新収蔵庫は『第２収蔵庫』として主に工芸品・寄
託品を保管する為に、それらを収納する専用棚・ラックな
どを整備します。なお、前号でも書きましたが、美術品の
保管に適した環境になるまでには、まだ数ヶ月以上はかか
ると思われます。
　楽屋棟は楽屋Ａ・Ｂ、ピアノ保管庫、給湯室、男女トイ
レと３つの倉庫があります。また今まで無かった舞台下手
からの出入りも出来るようになりました。もちろん楽屋棟
専用の出入口もありますので全て楽屋棟内で済ませられます。
　この様に、大変使いやすくなったアートホールのご利用
をお待ちしています。

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

楽屋Ａ

第２収蔵庫

新施設見学会の様子
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855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第67号（秋号）

– Œ ' W \ Ł

　◆第1・2展示室

「冬の所蔵品展」
 平成23年12月23日（金）～平成24年2月12日（日）

（テーマ１）池田コレクション～茶道美術品を中心に～
　陶磁器を中心に日本画・漆工・彫刻など多彩な内容の「池田コレクション」ですが、
その多くが「茶道美術品」であることが大きな特徴となっています。本テーマでは、「池
田コレクション」より茶道美術品の数々を紹介します。

（テーマ２）～魅力的な女性たち～
　はるかな昔より、美術工芸品を通して様々に表されてきた女性たち。あらゆる想い
が込められて創造されたその姿は、観るものを惹きつけてやみません。本テーマでは、
女性がモチーフとなった絵画や彫刻などを紹介します。

（10月～12月）

◆10月　3、11、17、24、31

◆11月　1、2、7～10

◆12月　19～ 22、26、29～ 31

◎次号・第68号（冬号）は１月１日発行予定です。

　◆第1・2・3展示室

「ハンス・フィッシャーの世界展」
 平成24年2月24日（金）～4月15日（日）会期中無休

　表情豊かな動物たちが登場する絵本で愛され続けている作家ハンス・フィッシャー（1909－58）。彼の名前
を知らなくとも『こねこのぴっち』はご存知でしょう。世界的に活躍した版画家でもある彼は、スイスのベル
ンに生まれ美術学校で装飾画・版画を学んだ後、パリで働きながらフェルナン・レジェのアトリエで絵を学
びました。スイスに戻り広告や舞台芸術などの仕事を続けますが、自らの表現を求めて初めて制作した絵本が、
長女にプレゼントした『ブレーメンのおんがくたい』です。長男に『いたずらもの』、次女には『たんじょうび』

を贈りました。この『たんじょうび』の最後に登場する子猫が「ぴっち」だったのです。『こ
ねこのぴっち』を含む、これら家族に贈った手描き絵本や出版された初版本、原画、下
絵に加え、その他版画作品などを紹介します。

『ブレーメンのおんがくたい』より 『たんじょうび』より 『こねこのぴっち』より 『長ぐつをはいたねこ』より
4点とも小さな絵本美術館蔵

「竹茶杓　追銘下ソキ」
古田織部
池田コレクション
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